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畑から生物多様性を考える

講演会

要事前申込み
申込はこちらのフォームからお願いします
https://forms.gle/sDoBgWLcrCMJfYLY7

当日参加は残席次第で可能
託児あり（要申込み(9/18(水)まで))

18:30〜21:00

吉田俊道

菌ちゃん先生
教えて 野菜も地球も子どもも

元気になる方法

所沢市民文化センターミューズ　
ザ・スクエア(展示室)

埼玉県所沢市並木一丁目9-1
西武新宿線「航空公園」駅より徒歩約10分／バス約3分

氏

所沢市では、オーガニックビレッジに向けて、環境にやさしい農業の推進が進められているところです。市内産の有機農産物を
学校給食に提供する「とことこオーガニック」も始まっています。
そもそも、有機農業って何が良いの？　食べたらどんな良いことがあるの？　知っていますか。
講演者の吉田さんは、有機農業を通じて、微生物も害虫も全て私たちの生活に欠かせないということを体感し、地球のすべての
命の循環に心が震えるほど感動して、これをなんとしても次世代に伝えたいと、精力的に活動されています。病害虫もモグラも
草もすべて役割がある。畑から、生物多様性、そして、自然界の循環と共生の現実が見えてきます。
無農薬野菜作りによる食育活動を幼稚園・保育園や学校で広く行っており、その結果、体も心も驚くほど元気になる子どもたち
を、吉田さんはたくさん見てきました。
所沢市の農家さん、栄養士さん、保育士さん、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃん、市役所の皆さん、そして、
地球も子ども達も自分ももっと元気にしたいと思っている全ての方々、是非ご参加ください！（所沢市外の方も大歓迎です）

参加費：1,000円
定員：180名

主催：オーガニックファーム所沢農人



　（株）菌ちゃんふぁーむ代表取締役・ＮＰＯ大地といのちの会理事長・農学修士。1959年長崎市生まれ。
九州大学農学部大学院修士課程修了後、長崎県の農業改良普及員に。96年、県庁を辞め、有機農家として新
規参入。99年、「大地といのちの会」を結成し全国に菌ちゃん野菜作りと元気人間づくりを普及。講演回数
は3100回を超えた。2007年、同会が総務大臣表彰（地域振興部門）を受賞。2009年、食育推進ボランティア
表彰（内閣府特命担当大臣表彰）。長崎県環境アドバイザー。映画「いただきます2ここは発酵の楽園」に
出演。主な著書は「菌ちゃん農法」（家の光協会）「生ごみ先生の元気野菜作り超入門」（東洋経済新報
社）「菌ちゃん野菜作り＆菌ちゃん人間づくり」など

18:00- 受付開始
18:30- 吉田俊道氏ご講演
20:05- 休憩
20:15- 吉田俊道氏・オーガニックファーム所沢農人 
　　　川瀬悟　対談
20:35- 質疑応答
21:00   終了

衝撃的であった。食がそこまで人間を変えて、成
長させるかと思うと、今までのように安易に考え
ることが出来なくなった。考えて食を選び、感謝
して、生きていることの喜びを感じて生活したい
と思った。すばらしい話をどうもありがとうござ
いました。

精子が競争して受精するのではなく助け合って新
しい命を生み出す話、「カブさんの命をありがと
う」といただく話では、隣に座っておられた女性
お二人もずっとハンカチで涙をぬぐいながら聴い
ておられました。虫も微生物も病原菌も、要らな
い命なんてないんだ！競争ではなく共生の社会、
命がまわる循環の社会の実現、多くの気づきをあ
りがとうございました。昨日は始まりです。みん
なで元気野菜づくりを実践し、感動を伝えていき
ましょう。

「命あるものには意味がある」この言葉がとても私
を勇気づけてくれました。命ある私だって何か意味
がある。私は今日聞いたことを必ず話します。私に
だって「人に伝える」という出来ることがある！と
思えました。話がおもしろくてずっと聞き入ってま
した！！本当にありがとうございました。

所沢市の有機農家。持続性ある循環型の有機農業を実践し、旬の美味しい野菜を
育てています。バックグラウンドの生態学を生かし、野菜作りに加えて、コンポ
ストの普及や、ジビエ加工品製造など、環境にやさしい事業を進めています。
                                                   HPはこちら　https://tokorozawanote.net/

問合せ先
電話番号：080-4923-4806(川瀬)、メールアドレス：OrganicIsshin2024@gmail.com　　担当：菅野奈穂

当日の流れ

吉田俊道氏
プロフィール

主催者
紹介

これまで
講演を聞かれた方の感想

川瀬　悟

すばらしかったです。感動！でした。実行してい
くことにファイトがでました。5年生の子どもにも
聞かせました。納得できたようです。


